
新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ
、

て

し

同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
九
。

!
,
゛
!

0
新
島
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
緒
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
責
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

③

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
①
新
島
講
座
の
開
設
②
新
九
な
奨
学
制
度
の
開
設

教
育
.
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
島
講
座

新
島
講
座
は
、
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
同
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
層
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
っ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
聰
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
講
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

講
座
の
二
種
類
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
ぃ
ま
す
。

第
六
回
新
島
講
座
東
京
公
開
講
演
会

昨
年
十
月
十
九
日
(
土
)
東
京
・
有
語
朝
日

ス
ク
エ
ア
(
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
十
一
階
)
に
て
、

新
島
講
座
第
六
回
東
京
公
器
演
会
が
鞭
さ
れ

ま
し
九
。

十
三
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
磊
演
会
は
、
松

山
総
長
の
あ
い
さ
つ
、
園
部
庶
務
部
長
の
司
会
で

坂
本
武
人
黒
社
女
子
大
学
教
授
、
末
光
力
作
同

志
社
大
学
王
系
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
九

演
題
な
ら
び
に
講
師

0
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
生
活
構
造
と
生
活
問
題

同
志
社
女
子
大
学
教
授
坂
本
武
人

0
新
島
襄
と
科
学
教
育

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
末
光
力
作

紹介一~
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坂
本
武
人
教
授
講
演
要
旨

「
新
島
先
生
の
教
え
の
日
常
生
活
化
」
を
目
指

し
て
生
活
問
題
の
研
究
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
高

齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
在
生
活
の
仕
組
み
を
分

析
し
、
そ
こ
に
お
い
て
生
起
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
の
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
と
い
う
前
置
き

の
も
と
に
始
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
ま
ず
、
「
高
齢
化
社
会
」
と
い
わ
れ

る
現
状
を
厚
生
省
の
人
口
統
計
を
も
と
に
報
告
さ

れ
、
一
九
七
0
年
、
備
歳
以
上
人
口
が
総
人
口
の

フ
%
を
越
え
、
「
高
齢
化
社
会
L
 
の
伸
間
入
り
を

し
た
わ
が
国
が
、
そ
の
後
も
急
速
に
高
齢
者
人
口

比
率
を
高
め
、
一
九
八
五
年
現
在
W
O
。
を
突
破

し
、
錫
年
先
の
二
0
二
0
年
に
は
部
・
8
%
と
実

に
人
口
の
5
人
に
1
人
は
高
齢
者
と
い
う
需
齢

化
社
会
が
実
現
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
、
そ
れ
が
、
平
均
寿
命
の
大
幅
伸
長
と
急
激

な
出
生
率
の
低
下
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
一
局

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
私
的
、
あ
る
い
は
公
的
基

盤
の
欠
如
と
い
う
重
大
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
至

る
戦
後
卯
年
間
の
生
活
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
触

れ
、
そ
れ
が
W
年
毎
に
変
化
す
る
形
態
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
と
共
に
即
年
を
タ
ー
ム
と
す
る
一
大

変
化
の
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
さ
れ
九
。
す
な
わ

ち
、
あ
の
無
野
戦
争
に
ょ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た

「
ど
ん
底
L
 
の
生
活
か
ら
脱
却
を
図
る
昭
和
二
十

年
代
は
生
理
的
欲
求
充
足
の
扮
年
閻
で
あ
り
、
三

十
年
代
は
、
物
質
主
義
的
生
活
観
の
囚
と
な
り
、

「
冷
徠
庫
を
買
、
つ
か
、
子
供
を
産
む
か
し
と
い
っ

九
全
く
比
較
し
え
な
い
事
柄
の
比
較
を
あ
え
て
行

な
わ
せ
る
物
的
欲
求
充
足
の
W
年
で
あ
り
、
そ
し

て
、
四
十
年
代
は
「
生
き
が
い
」
「
物
ぱ
な
れ
」

磊
の
高
ま
り
の
中
で
自
己
実
現
欲
求
の
充
足
を

図
る
W
年
間
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
、
結
局
、
こ

の
釦
年
間
は
、
生
活
上
の
不
足
を
補
な
う
「
量
的

拡
大
」
の
釦
年
と
規
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
要

約
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
印
年
代
に
入
る
と
一

方
で
は
資
源
問
題
に
つ
い
て
の
不
安
を
強
く
嘉

し
な
が
ら
も
、
無
限
に
高
ま
る
生
活
財
に
つ
い
て

「
質
的
向
上
」
磊
に
さ
い
な
ま
れ
た
W
年
で
あ

り
、
そ
れ
に
続
く
六
十
年
代
は
、
こ
の
不
安
に
加

え
て
、
先
き
行
き
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
個
人
的

に
は
老
後
生
活
、
社
会
的
に
は
人
口
の
高
齢
化
に

対
処
す
る
的
誓
手
段
を
持
ち
え
な
い
不
安
の
積

み
重
な
る
W
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
十
一
世
紀
を

迎
え
る
昭
和
七
十
年
代
は
、
目
の
前
に
展
開
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
ス
タ
ン
ウ
ォ
ー
ズ
(
核
戦
争
)
の
危

機
に
対
す
る
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
る
玲
年
と

謂
さ
れ
、
こ
の
即
年
を
不
安
の
時
代
と
規
定
さ

れ
た
。こ
の
よ
う
な
不
安
の
時
代
に
対
処
す
る
生
活
の

最
重
点
課
誓
す
る
生
篇
造
の
も
と
に
あ
っ
て

重
要
な
こ
と
は
い
ま
一
度
新
島
先
生
の
立
学
の
精

神
に
立
ち
か
え
り
、
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
有
し

て
い
る
が
相
対
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
人
間
の
知

ー、紹介

坂本武人教授
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恵
と
力
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
を
超
え
た

紹
存
在
と
し
て
の
神
の
豊
か
な
愛
に
導
び
か
れ
、
そ

の
愛
を
実
感
す
る
生
き
方
を
体
得
す
る
よ
り
高
い

次
元
の
生
活
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

の
た
め
の
学
問
、
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
育
成

が
必
要
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
が
新
島
先
生
の
意
志

を
う
け
つ
ぐ
研
究
、
教
育
機
関
忙
求
め
ら
れ
て
い

る
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
結
ぱ
れ
た
。

末
光
力
作
教
授
講
演
要
旨

今
年
(
一
九
八
吾
は
創
設
百
年
(
白
寿
)
を

記
念
す
る
催
し
が
色
々
行
わ
れ
て
ぃ
る
。
日
本
の

メ
ー
ト
ル
条
約
加
入
、
世
界
標
準
時
採
用
、
あ
る

い
は
京
都
疏
水
運
河
起
工
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り

今
年
は
日
本
の
近
代
化
百
年
を
記
念
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
年
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
新
島
襄

先
生
は
確
か
に
日
本
の
近
代
化
に
大
き
な
貢
献
を

し
て
お
ら
れ
る
。
先
生
を
祭
り
上
げ
て
偶
像
化
す

る
こ
と
は
先
生
の
最
も
嫌
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
先
生
の
な
さ
れ
九
功
績
を
正
確
に
知
る
こ
と

は
同
志
社
人
と
し
て
当
然
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

で
あ
る
。

明
治
八
年
十
一
月
二
十
九
日
、
同
志
社
英
学
校

が
開
校
し
た
と
き
、
開
講
科
目
の
約
半
数
は
自
然

科
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
同
志

社
は
法
律
学
校
と
し
て
出
発
し
た
他
の
多
く
の
私

学
と
は
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
。
同
志
社
は
困
難

な
経
済
状
態
の
中
で
明
治
十
九
年
に
は
同
志
社
病

院
、
京
都
看
病
婦
学
校
、
さ
ら
に
明
治
二
十
三
年

に
は
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
を
開
校
し
て
、
黎

明
期
の
日
本
の
科
学
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
ぃ

る
0
 
明
治
二
十
一
年
十
月
五
日
、
疏
水
工
事
中
に

お
き
た
落
磐
事
故
の
際
、
同
志
社
病
院
長
べ
リ
ー

の
率
い
る
救
助
長
が
見
事
、
六
十
五
人
の
生
命
を

助
け
た
の
で
あ
る
。

新
島
先
生
は
十
三
歳
で
蘭
学
に
志
し
、
十
八
歳

で
幕
府
の
軍
艦
教
授
所
に
入
所
し
、
当
時
と
し
て

は
最
高
の
科
学
教
育
を
受
け
た
。
函
館
へ
の
航
海

の
模
様
、
函
館
で
の
生
活
が
、
「
函
館
紀
行
」
と

し
て
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
観
察
の
鋭
さ
、
強
い

批
判
精
神
が
随
所
に
見
ら
れ
誠
に
興
味
深
い
。

新
島
先
生
が
ア
】
マ
ス
ト
大
学
で
受
け
た
教
育

は
所
謂
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ト
の
教
育
で
、
此
処
で
先

生
は
自
然
科
学
に
興
味
を
持
っ
よ
う
に
な
っ
た
。

同
じ
く
ア
ー
マ
ス
ト
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
内
村

鑑
三
は
ア
ー
マ
ス
ト
の
教
育
は
「
学
生
に
知
識
を

つ
め
込
む
の
が
目
的
で
は
な
く
、
如
何
に
し
て
学

問
に
興
味
を
起
こ
さ
せ
る
か
が
教
育
の
目
的
で
あ

つ
九
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
秀
れ
九
自

由
教
育
を
受
け
た
先
生
は
生
涯
を
通
じ
て
地
質
鉱

物
学
に
強
い
関
心
を
払
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の

残
し
た
漢
詩
「
石
炭
之
賛
」
を
読
む
と
鉱
物
学
者

新
島
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
を
感
ず
る
。
明
治
十

四
年
二
月
に
は
先
生
は
京
都
四
条
の
劇
場
で
「
隠

君
子
の
出
現
」
と
題
し
て
一
般
市
民
向
け
の
講
演

を
行
っ
て
い
る
。
隠
君
子
と
は
地
下
に
隠
さ
れ
九

君
子
、
つ
ま
り
石
炭
の
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
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て
の
石
炭
の
重
要
性
を
説
き
、
人
々
に
強
い
感
動

を
与
え
た
と
い
う
。

新
島
先
生
は
植
物
学
、
農
学
に
も
強
い
関
心
を

払
っ
た
。
こ
の
領
域
で
先
生
に
大
き
な
影
粋
を
与

え
た
の
は
札
幌
農
学
校
創
設
期
に
副
学
長
と
し
て

貢
献
し
有
名
な
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

の
言
葉
を
残
し
て
い
っ
た
W
 
・
 
S
 
・
ク
ラ
ー
ク
で

あ
る
。
ウ
ラ
ー
ク
と
先
生
と
の
一
父
わ
り
は
先
生
の

ア
ー
マ
ス
ト
時
代
か
ら
ク
ラ
ー
ク
が
死
ぬ
一
ハ
ハ

六
年
ま
で
続
く
が
、
そ
の
閻
二
人
は
太
平
洋
を
挾

ん
で
さ
か
ん
に
植
物
種
子
の
交
換
を
行
っ
て
い

る
0
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
の
中
に
「
一
年
の
謀

ご
と
は
穀
を
植
ゆ
る
に
在
り
、
十
年
の
謀
ご
と
は

木
を
植
ゆ
る
に
在
り
、
百
年
の
謀
ご
と
は
人
を
植

ゆ
る
に
在
り
。
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
言

葉
は
植
物
学
に
強
い
興
味
を
示
し
た
新
島
先
生
の

言
葉
と
し
て
味
わ
い
た
い
と
考
え
る
。

第
九
回
新
島
講
座

咋
年
十
月
二
十
一
日
(
月
)
、
十
月
二
十
三
日

(
水
)
の
二
日
に
わ
た
り
、
中
国
の
科
学
院
自
然
科

学
史
研
究
所
(
北
京
)
教
授
潘
吉
星
先
生
を
迎
え

て
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
九
。

0
テ
ー
マ
「
イ
ケ
ッ
ト
の
起
源
に
つ
い
て
」

十
月
二
十
一
日
午
後
一
時

於
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

0
テ
ー
マ
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
中
国
」

十
月
二
十
三
日
午
後
一
時

於
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

潘
吉
星
先
生
は
、
『
中
国
造
紙
技
術
史
稿
』
一
九

七
九
(
邦
訳
、
『
中
国
製
紙
技
術
史
』
、
平
凡
社
、

紹

一
九
八
己
に
よ
っ
て
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
方
で
あ
り
、
一
九
八
三
年
に
紙
の
研
究
者

に
招
か
れ
て
来
日
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
他

ア
メ
リ
カ
の
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
客
員
教

授
、
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
フ
ェ
ロ
ー
を
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
日
本
で
も
中
国
科
学
技
術
史

研
究
者
、
中
国
学
者
、
紙
の
研
究
者
の
間
に
知
己

が
多
く
、
今
回
も
何
人
か
の
方
々
が
わ
ざ
わ
ざ
東

京
か
ら
会
い
に
こ
ら
れ
た
。
今
回
の
新
島
講
座
の

二
回
の
講
演
は
い
ず
れ
も
超
満
員
で
、
立
っ
た
ま

ま
聴
い
て
下
さ
っ
た
方
も
多
く
、
東
京
や
名
古
屋

か
ら
の
来
会
者
も
あ
っ
九
。
毎
回
、
講
演
の
後
、

有
終
館
の
会
望
で
、
と
く
に
有
志
の
た
め
に
質

語
答
の
鴛
会
を
も
お
こ
な
っ
九
が
、
い
ず
れ

も
熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

第
一
回
の
講
演
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ロ
ケ
ッ
ト
の

起
原
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
十
年
前
か
ら
各

国
の
学
者
に
ょ
る
研
究
が
あ
り
、
火
薬
が
発
明
さ

れ
た
中
国
に
お
い
て
、
火
薬
を
推
進
力
と
し
た
口

ケ
ッ
ト
の
蛋
と
、
花
火
が
中
国
で
作
ら
れ
た
こ

と
に
は
各
国
の
学
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る

が
、
そ
の
正
確
な
起
原
に
つ
い
て
は
意
見
は
大
き

叉

、
.

司
.

、

＼

゛

、

蟠吉星教授
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く
分
か
れ
て
い
る
。
紙
の
研
究
で
世
界
的
名
声
を

確
立
し
た
潘
吉
星
先
生
は
、
現
在
、
こ
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
起
原
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
を
脱
稿
し
、

目
下
、
北
京
で
印
刷
中
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今

回
の
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
殻
に
つ
い
て
の
通
俗
誥
演

で
は
な
く
、
先
生
の
最
新
の
研
究
成
果
を
き
か
せ

て
い
九
だ
き
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
六
。

「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
中
国
」
と
い
、
つ

演
題
か
ら
は
、
普
通
、
思
誓
し
て
の
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
、
ス
ム
が
中
国
に
い
か
に
影
等
を
与
え
た
か
と
い

う
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
た
だ
ち
に
連
学
る

が
、
実
は
さ
に
あ
ら
ず
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
自
然
選

択
の
進
化
論
の
諸
著
作
を
沓
い
た
と
き
、
深
く
中

国
や
日
本
の
古
文
献
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』

や
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
な
ど
の
知
識
ま
で

吸
収
し
て
い
九
こ
と
を
考
証
し
た
研
究
で
あ
り
、

『
本
草
綱
目
』
に
精
通
し
て
い
る
と
同
時
に
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
諸
著
作
を
多
賃
そ
て
き
た
潘
吉
星

先
生
に
し
て
始
め
て
可
能
な
研
究
で
あ
り
、
咋
年

ア
メ
リ
カ
の
科
学
史
雑
陀
発
表
さ
れ
た
ぱ
か
り

の
も
の
で
あ
っ
九
。
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
で
は
十
八
也
紀

に
な
っ
て
始
め
て
知
ら
れ
た
金
魚
を
、
中
国
で
は

十
一
世
紀
、
宋
代
の
杭
州
で
は
ど
の
家
で
も
愛
玩

し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
ょ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
進

化
の
法
則
を
す
で
に
実
践
し
て
い
九
話
な
ど
興
味

深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
中
国
の
ソ
ー
シ
ャ

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
も
一
言
及
さ
れ
、
厳
復
、

ル梁
啓
超
、
魯
迅
な
ど
中
国
近
代
の
思
想
家
や
作
家

に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
い
か
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
か
の
話
も
、
主
題
で
は
な
い
ま
で
も
、

き
わ
め
て
興
味
あ
る
話
題
で
あ
っ
た
。
総
長
は
じ

め
同
志
社
本
部
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
御
努
力
の

結
果
、
こ
の
新
島
講
座
が
成
功
裡
に
終
了
し
た
こ

と
を
心
か
ら
喜
び
九
い
。
な
瓢
演
は
英
文
で
同

志
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

頒
価
七
0
0
円

1
m
三
ル
一
ゆ
m
0
ご
0
昆
一
ず
曾
ゆ
ル
乏
ミ
m
"
m
N
ヨ
仁
ゆ

亘
一
又
 
0
0
一
円
 
8
一
円
一
品
ゆ
曾
ル
言
一
一
貫

〕
N
ヨ
ゆ
m
1

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

リ
チ
ャ
ー
ド
ラ
ニ
フ
ィ
ン
ホ
ー
ル
ド
.
ニ
ー

バ
ー
博
士

新
島
講
座
・
講
演
内
容
公
刊
に
つ
い
て

0
第
一
回
講
座

↓
工
則
営
如
男
ン
戸
ン
刈
↓
m
 
-
0
ロ
ン
一
」

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長

プ
ロ
ッ
サ
ー
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
博
士
頒
価
七
0
0
円

1

0
第
三
回
講
座

「
↓
工
則
男
0
冨
誘
一
O
Z
ン
冨
N
 
ン
↓
一
C
Z

0
司
 
m
n
局
Z
6
則
」

1
{
唇
=
6
ゆ
一
§
1
易
W
O
0
0
ヨ
で
武
●
ル
一
0
 
一
ず
血

仁
ヨ
一
ゆ
含
 
m
亘
ゆ
m
一
如
一
0
 
一
如
谷
1

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ー
ル
ス
ト
ン
・
ギ
リ
ス
ピ

1
博
士

0
第
二
回
講
座

「
仂
↓
冨
ン
系
 
0
剛
 
0
刃
ン
δ
則
L

頒
価
一
、
三
0
0
円

0
第
四
回
講
座

「
δ
エ
ン
Z
金
Z
0
 
男
一
一
嗣
工
ぐ
局
乏
仂
 
0
司

〕
ン
ヤ
女
 
m
-
Z
δ
同
↓
冨
一
ゆ
一
工
δ
男
・

↓
d
乏
」

ロ
ン
ド
ン
大
学
命
0
ン
m
)
教
授
・
日
本
研

究
所
所
長

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ユ
ラ
ル
ド
.
、
ヒ
ー
゛
ス
リ
ー

博
士

紹介、^
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0
第
五
回
講
座

「
冨
則
男
ン
丈
仂
冨
、
 
8
Z
m
男
ぐ
ン
↓
易
戸

女
ロ
ン
冨
男
一
n
ン
Z
 
-
0
冨
↓
一
n
m
」

コ
ー
ネ
ル
大
学
教
授

セ
オ
ド
ア
・
 
J
 
・
ロ
ウ
ィ
博
士頒
価
五
0
0
円

0
第
六
回
講
座

「
δ
勇
易
↓
一
勇
三
↓
Z
則
誘
易
δ
雪
Z
)

↓
O
U
ン
一
L

南
京
大
学
副
学
長
・
南
京
協
和
神
学
院
院
長

中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
主
席

丁
断
先
生

頒
価
一
、
 
0
0
0
円

法
学
部
教
授
藤
倉
皓
一
郎

(
第
一
回
東
一
罷
座
)

0
「
時
間
と
人
間
の
経
済
弼
」

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
棚
原
胖
夫

(
第
一
回
東
京
講
座
)

0
「
白
砂
を
訪
ね
て
し

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
三
輪
茂
雄

(
第
二
回
東
京
講
座
)

0
「
縁
起
絵
巻
の
世
界
」

1
日
本
人
の
信
仰
に
関
連
し
て
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
笠
井
昌
昭

(
第
三
回
東
京
講
座
)

0
「
財
閥
の
家
憲
と
華
族
の
家
憲
」

ー
と
く
に
財
産
管
理
に
つ
い
て
ー

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
安
岡
重
明

(
第
三
回
東
京
講
座
)

0
「
新
島
襄
全
集
を
め
ぐ
っ
て
」

1
新
島
襄
と
仏
教
徒
九
ち
ー

学
校
法
人
同
志
社
社
史
資
料
室
室
長

河
野
仁
昭

(
第
四
回
東
京
講
座
)

0
「
同
志
社
ラ
ク
ビ
ー
と
と
も
に
」

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
岡
仁
詩

(
第
四
回
東
京
講
座
)

0
第
七
回
講
座

「
↓
舌
0
冨
↓
一
n
ン
一
女
ロ
ン
ヤ
「
が
局
口

営
乞
o
d
崩
↓
一
δ
m
、
謬
m
↓
、
「
冨
m
則
Z
↓
"

勇
口
剛
d
↓
身
則
」

ロ
ン
ド
ン
大
学
(
m
0
ン
m
)
教
授
言
語
学
部
長

ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
博
士

゛
、ノ

近
日
公
刊
頒
価
未
定

近
日
公
刊
頒
価
未
定

0
「
環
境
と
法
律
」

ー
ハ
ー
ヴ
プ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
^
^
^

え
て
ー

元
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
現
東
京
大
学

0
「
新
島
襄
と
科
学
」

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
島
尾
永
康

(
第
五
回
東
磊
座
)

0
「
最
近
の
医
療
問
題
」

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
大
谷
賓

粛
五
回
東
京
露
)
各
冊
子
と
も
頒
価
五
0
0
円

発
行
者
・
学
校
法
人
同
志
社

販
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
話
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
七
t
八
)

ーー紹介
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